




するための調査地点数、調査回数、一地点当たりの調査員数等について再検討を行う必

要があることに十分留意すること。

(4)鳥類（イヌワシ）．

対象事業実施区域の周辺では、かつてイヌワシの営巣が確認されており、現在も個体

の目撃情報がある。 また、対象事業実施区域およびその周辺は、令和3年8月に環境省

が公表した「イヌワシ生息地拡大・改善に向けた全体目標」に示されたイヌワシの生息

適地に含まれている。 このため、イヌワシの生息状況を適切に把握できるよう必要十分

な調査を行い、 土地の改変に伴うイヌワシの誘引の可能性をはじめとする事業実施に

よる影響を通切に予測評価すること。 また、環境保全措置の検討に当たっては、 バード

ストライク等の回避・低減の観点だけでなく、採餌環境の整備など生息場所としての再

生の観点も含めた検討を行うこと。

(5)鳥類（渡り鳥等）

対象事業実施区域およびその周辺は、 三方五湖から琵琶湖に飛来する水禽類のほか、

渡りを行う猛禽類や小鳥等、 多くの鳥類の主要な渡りのルー ト上にある可能性があり、

バー ドストライク等が懸念される。 このため、 渡りの時期、 個体数、種の把握、 移動経

路等渡りの状況を適切に把握できるよう必要十分な調査を行い、 事業実施による影響

を適切に予測評価すること。特に、渡りの季節には、晴天時だけでなく曇天時や雨天時

にも渡りが確認され、天候によって飛翔高度が変わる可能性もあることから、渡りの状

況を適切に把握するためには、 様々な気象条件下での調査結果を取得する必要がある

ことに十分留意すること。 また、予測評価に当たっては、年ごとや日ごとに渡りの移動

経路や飛翔高度が変動する可能性があることに十分留意すること。

(6)動物（鳥類以外）

工事の実施により、カヤネズミ、 ムササビ等の小型～中型の哺乳類のほか両生類、爬

虫類等の生息環境が改変される。 また、風車の稼働により、 コ ウ壬リ類の風車への衝突

（バ ットストライク）が発生する可能性があるなど、様々な動物への影響が懸念される。

このため、動物の生息状況を適切に把握できるよう必要十分な調査を行い、事業実施に

よる影響を適切に予測評価すること。特に、方法書で示された調査の手法では、哺乳類

等の調査地点が尾根部に集中しており、 対象事業実施区域での動物相を適切に把握で

きない可能性があるため、 尾根部以外にも調査地点を設定するなど調査内容の拡充を

検討する必要があることに十分留意すること。

(7)植物

方法書では、 環境省の現存植生図をもとに各植物群落を代表する位置に植生調査地
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